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男子 優 勝 東海大四 

準優勝 とわの森 

３ 位 尚志学園 

４ 位 札幌藻岩 

【優秀選手賞】 

柳 町 逸 太 ３年 東海大四 

藤 村 翔 也 ３年 東海大四 

小 山 敦 己 ３年 東海大四 

戸 田 拓 也 ３年 東海大四 

大 竹 優 稀 ３年 東海大四 

古 川   慎 ２年 東海大四 

外 崎 航 平 ２年 東海大四 

安 部 太 一 ３年 とわの森 

田 城 広 光 ３年 とわの森 

長谷川 康 平 ３年 とわの森 

小 野 智 昭 ３年 とわの森 

岩   大 貴 ３年 尚志学園 

前 田 啓 太 ３年 尚志学園 

河 西 孔 明 ３年 札幌藻岩 

【優勝監督賞】 

松 田 修 一 

   男子優勝：東海大四高校 

  

 

 

 

 

 

 

 

   女子優勝：札幌山の手高校 

 

 

 

 

 

 

 

開 会 式     選 手 宣 誓 

女子 優 勝 札山の手 

準優勝 旭川実業 

３ 位 帯広南商 

４ 位 江  陵 

【優秀選手賞】 

橘 井 友 香 ３年 札山の手 

佐々木 里 歩 ３年 札山の手 

真 田 知紗都 ３年 札山の手 

舛 田 紗 淑 ２年 札山の手 

道 下 ひなの ２年 札山の手 

島 原 玖 南 ２年 札山の手 

塩 出 朋 佳 ２年 札山の手 

廣 瀬 七 海 ２年 旭川実業 

佐々木   樹 ２年 旭川実業 

内 野 咲 季 ２年 旭川実業 

栗 林 莉 乃 ２年 旭川実業 

松 田 華 奈 ３年 帯広南商 

内 海 里 香 ３年 帯広南商 

清 水 佳 代 ３年 江  陵 

【優勝監督賞】 

渡 邉   徹 

 

 

 

 

 

 

全道大会当番校の釧路明輝高校の皆さん、大会役員、そして応援してくださった皆様ありがとうございました。 

【ベスト８】 釧路工業、岩内、白樺学園、北海 

【ベスト 16】 函ラ・サール、岩緑陵、紋別、函館工業 

       旭川実業、遠軽 

 

 

【予選グループ】 

       伊達緑丘、釧路明輝、静内、旭川凌雲 

       稚内 

【ベスト８】 札幌北斗、旭川大高、札幌大谷、恵庭南 

【ベスト 16】 函館西、岩見沢西、虻田、釧路湖陵、 

       双葉、北見柏陽、東海大四、中標津 

【決勝トーナメント 1回戦】 

       札幌国際情報、北見北斗 

【予選グループ】 

       函館大妻、天塩、釧路明輝、苫小牧中央 

       稚内大谷、深川西、室蘭東翔 
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◆過去一年間の大会結果◆ 

◇平成 26年度選手権大会（春高バレー） 開催地：札幌市 

 期日：平成 26年 11月 18日（火）～21日（金） 会場：北海道立総合体育センター（北海きたえーる） 

 

《 男 子 》                    《 女 子 》 

【優  勝】東海大四               【優  勝】札山の手 

【準 優 勝】尚志学園               【準 優 勝】旭川実業 

【ベスト４】札幌藻岩、とわの森            【ベスト４】江陵、札幌大谷 

【ベスト８】白樺学園、釧路工業、恵庭南、帯広三条   【ベスト８】旭川商業、旭川大高、帯広南商、東海大四 

【ベスト 16】江別、恵庭北、北海、旭川実業       【ベスト 16】北見柏陽、釧路湖陵、恵庭南、市立函館 

      別海、札幌工業、啓北商業、札幌西陵          静内、岩見沢西、白樺学園、室蘭東翔 

【２ 回 戦】伊達伊緑、札幌東陵、札幌清田、倶知安   【２ 回 戦】中標津、双葉、帯広大谷、虻田、札幌北斗 

       有斗稜北、北見緑陵、岩緑陵、斜里           雄佐合同、国際情報、深川西、遺愛女子、 

      滝川西、深川西、天塩、札幌西、            稚内大谷、旭川龍谷、苫中央、滝川西、函館西 

      紋別、浦河、函館工業、旭川北             帯広農業、 

【１ 回 戦】苫高専、小樽潮陵、富良野、室蘭栄、        【１ 回 戦】とわの森、えりも、七飯、札幌旭丘、岩内 

      釧路江南                       網走南丘、大麻野幌、札幌白石、士別翔雲 

                                 北海道栄、稚内、釧路商業、別海、倶知安 

北見緑陵、美唄聖華、小樽商業、啓北商業 

                                 遠軽、芦別、千歳、長沼、富良野、札幌藻岩 

                                 留萌 

◇平成 26年度新人大会 開催地：苫小牧市 

 期日：平成 27年 2月 5日（木）～7日（土） 会場：苫小牧市総合体育館・苫小牧南高校・苫小牧工業高校 

 

《 男 子 》                    《 女 子 》 

【優  勝】とわの森               【優  勝】札山の手 

【準 優 勝】帯広三条               【準 優 勝】旭川実業 

【３    位】東海大四 【４    位】札幌西陵      【３    位】札幌大谷 【４    位】江陵 

【ベスト８】釧路工業、啓北商業、旭川実業、尚志学園  【ベスト８】旭川大高、旭川商業、帯広大谷、札幌北斗 

【ベスト 16】旭川北、富良野、遠軽、倶知安       【ベスト 16】富良野、とわの森、中標津、室蘭東翔 

      札幌藻岩、江別、札幌東陵、天塩            函館西、双葉、白樺学園、札国際情報 

【１ 回 戦】静内、函館工業、北見緑陵、苫小牧工業   【２ 回 戦】深川西、美唄聖華、遺愛女子、湧別、倶知安 

      小樽潮陵、深川西、北海、函ラ・サール         市立函館、網走南丘、静内、苫小牧中央、 

      恵庭南、苫小牧高専、滝川西、根室           恵庭南、札幌白石、芦別、留萌、北見柏陽 

      斜里網南、岩見沢緑陵、室工東翔            士別翔雲、岩見沢西 

                           【１ 回 戦】苫小牧東、啓北商業、東海大四、釧路湖陵 

                                 稚内大谷、滝川 
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■全国大会の結果■ 

◆ 平成 26年度 高校総体（煌めく青春 南関東総体 2014） 

【男子】 東海大四決勝トーナメント 4回戦進出 

 予選グループ戦 

 

  県岐阜商（岐阜）２（２５－１６、２５－２３）０東海大四 

  福井工大福井（福井）２（２５－１５、２５－１９）０とわの森三愛 

 敗者復活戦 

  東海大四２（２５－１８、２５－１９）０高岡第一（富山） 

  とわの森三愛２（２７－２５、２３－２５、２５－２０）１伊奈学園総合（埼玉） 

 決勝トーナメント 1回戦 

  東海大四２（１９－２５、２５－１５、２５－２２）１鎮西（熊本） 

 決勝トーナメント 2回戦 

  市尼崎（兵庫）２（２５－２０、３０－２８）０とわの森三愛 

  東海大四２（２５－２０、２５－２０）０日大山形（山形） 高体連釧路大会プログラム 

 決勝トーナメント 3回戦 

  東海大四２（２５－１０、２５－２０）０雄物川（秋田） 

 決勝トーナメント 4回戦 

  鹿児島商（鹿児島）２（２５－１１、２５－２１）０東海大四 

【女子】 札幌山の手、旭川実業ともに決勝トーナメント３回戦進出 

 予選グループ戦 

  敬愛学園（千葉）２（２３－２５、２５－１５、２５－１７）１札幌山の手 

  旭川実業２（２５－１１、２５－２１）０豊橋中央（愛知） 

 敗者復活戦 

  札幌山の手２（２５－２３、２５－２１）０城南（徳島） 

 決勝トーナメント 2回戦 

  札幌山の手２（２５－２７、２５－２３、２５－２３）１高知中央（高知） 

  旭川実業２（２３－２５、２５－２１、２５－１８）１西邑楽（群馬） 

 決勝トーナメント 3回戦 

  京都橘（京都）２（２５－２０、２５－２０）０札幌山の手 

  鹿児島女（鹿児島）２（２５－１３、２５－１３）０旭川実業 

◆ スポーツ祭 （長崎がんばらんば国体） 

【少年男子】2回戦  石川選抜（石川）２（２５－２１、２２－２５、２５－１８）１北海道選抜 

【少年女子】1回戦  北海道選抜２（２５－２３、２５－２０）０静岡選抜（静岡） 

      2回戦  宮城（古川学園高）２（２５－１９）、２５－１３）０北海道選抜 

◆ 平成２６年度 第６７回全日本バレーボール高等学校選手権大会（春高バレー） 

【男子】 1回戦 東海大四 ０ （20-25 / 17-25） ２ 創造学園（長野） 

     1回戦 尚志学園 ０ （21-25 / 18-25） ２ 別府鶴見丘（大分） 

【女子】 1回戦 旭川実業 ０ （14-25 / 23-25） ２ 春日部共栄（埼玉） 

 1回戦 札山の手 ２ （26-24 / 25-19） ０ 安来（島根） 

 2回戦 札山の手 ０ （15-25 / 10-25） ２ 京都橘（京都） 
  

http://wrs.search.yahoo.co.jp/_ylt=A3xTqWUpFtxUTCsAsBuDTwx.;_ylu=X3oDMTFvMm10N2ZmBHBhdHQDcmljaARwb3MDMQRwcm9wA2lzZWFyY2gEcXADcWh2BHNjA0RSBHNlYwNzYwRzbGsDaW1n/SIG=17t1154vf/EXP=1423810537/**http:/image.search.yahoo.co.jp/search?rkf=2&ei=UTF-8&p=%E3%83%90%E3%83%9C%E3%81%A1%E3%82%83%E3%82%93+%E3%82%A4%E3%83%A9%E3%82%B9%E3%83%88+%E7%84%A1%E6%96%99
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平成 26年度 国民体育大会 バレーボール少年 北海道選抜チーム 
【 少 年 男 子 】 【 少 年 女 子 】  

 
 

監    督  松 田 修 一 東 海 大 四   
コ ー チ  山 田 卓 哉 札 幌 西 陵   
マ    ネ  藤 盛 竜 太 江     別 
サポート  家 近 昭 彦 札  幌  北  
サポート  奥 山   諭 札 幌 新 川  
サポート  山 田 和 弘 と わ の 森 

監  督  渡 邉   徹 札 山 の 手   
コ ー チ  小 澤   敦 岩 見 沢 西  
マ  ネ  奥 山   諭 札 幌 新 川 
サポート  冨 田 誠 治 帯 広 南 商  
サポート  岡 本 祐 子 旭 川 実 業  
サポート  佐 藤 和 幸 国 際 情 報 

No．  氏 名   学 校 名  身長   学年 
１ 柳 町 逸 太 東 海 大 四 184 ３ 
２ 戸 田 拓 也 東 海 大 四 183 ３ 
３ 河 西 孔 明 札 幌 藻 岩 188 ３ 
４ 田 城 広 光 と わ の 森 191 ３ 
５ 安 部 太 一 と わ の 森 180 ３ 
６ 杉 本 弘 貴 と わ の 森 182 ３ 
７ 小 山 敦 己 東 海 大 四 183 ３ 
８ 古 川   慎 東 海 大 四 180 ２ 
９ 大 竹 優 稀 東 海 大 四 179 ３ 
10 長谷川 康 平 と わ の 森 170 ３ 
11 外 崎 航 平 東 海 大 四  170 ２ 
12 藤 村 翔 也 東 海 大 四  183 ３ 

No．  氏 名   学 校 名  身長 学年 
１ 塩 出 朋 佳 札 山 の 手 166  ２ 
２ 畠 山 初 音 札 山 の 手 163  ２ 
３ 永 井 風 花 旭 川 実 業 167  ３ 
④ 橘 井 友 香 札 山 の 手 174  ３ 
５ 道 下 ひなの 札 山 の 手  174  ２ 
６ 島 原 玖 南 札 山 の 手  168  ２ 
７ 舛 田 紗 淑 札 山 の 手  176  ２ 
８ 真 田 知紗都 札 山 の 手  175  ３ 
９ 佐々木 里 歩 札 山 の 手  175  ３ 
10 廣 瀬 七 海 旭 川 実 業 177  ２ 
11 松 田 華 奈 帯 広 南 商 175  ３ 
12 白 幡 朝 香 江     陵 169  ３ 

 

平成 26年度 高等学校 9ブロック長身者発掘育成合宿北海道ブロック合宿 指名選手 

№  氏 名    学年  身長   学校名 
1 工藤 神夢 1  190.1  室蘭清丘 
2 土田 拓人 2  188.0  東海大四 
3 福島 功太 2  188.2  北見工業 
4 城野 翔平 1  188.0  とわの森 
5 小泉 響輝 1  188.0  札啓北商 
6 寺内  崚 2  187.0  天  塩 
7 木村 郁夫 1  187.0  琴似工業 
8 工藤 将城 1  187.0  旭川実業 
9 山口遼太朗 1  186.0  札幌啓成 
10 原 浩次郎 1  186.0  釧路明輝 
11 菅谷 拓人 1  186.0  旭川工業 
12 田尻 宗準 2  184.4  札幌藻岩 
13 丹崎 峻輔 2  185.0  札幌北陵 
14 藤井 幸貴 2  185.0  札幌工業 
15 佐藤裕太郎 2  184.5  滝 川 西 
16 才野 元也 2  185.0  帯広三条 
17 谷越 陽介 1  185.0  とわの森 
18 正保 慧多 1  185.0  東海大四 
19 富山 拓哉 1  185.0  札幌白石 
20 佐藤 祐希 1  185.0  天  塩 
21 久保創太郎 2  184.1  北 広 島 
22 篠本 丈偉 2  184.0  釧路工業 
23 田中 涼介 1  183.0  札幌藻岩 
24 飯嶋 直樹 1  184.0  札幌北陵 
25 小塚 勇也 2  183.0  尚志学園 
26 佐藤 史都 2  182.0  東海大四 
27 野崎 洸平 2  183.0  旭川凌雲 
28 三浦  峻 2  184.0  札幌開成 
29 佐藤 陸善 2  176.3  白樺学園 
30 鈴木  翔 1  172.0  北  海 
31 澤下 寛人 2  170.0  尚志学園 
32 島田 大聖 1  173.0  とわの森 

№  氏 名   学年  身長   学校名 
1 持川  渚 2  178.0  苫 中 央 
2 水澤  夢 1  178.5  江  陵 
3 廣瀬 七海 2  177.0  旭川実業 
4 矢吹 美緒 2  177.0  札 幌 南 
5 舛田 紗淑 2  176.0  札山の手 
6 続 麻知子 2  176.0  札 幌 西 
7 田内セリナ 1  176.0  双  葉 
8 柴田 広瀬 1  175.0  釧路湖陵 
9 道下ひなの 2  174.5  札山の手 
10 齊藤 万衣 2  175.0  旭川実業 
11 西川  遙 2  175.0  旭川実業 
12 多田 彩乃 1  174.6  札幌北斗 
13 山本萌々果 1  175.0  札山の手 
14 平船  瑞 1  174.0  旭川商業 
15 村野 美波 1  174.0  札幌藻岩 
16 工藤 杏佳 1  174.0  小樽商業 
17 古田 七海 2  173.0  双  葉 
18 名平 悠花 2  173.0  札幌北斗 
19 遊佐 七海 2  173.0  国際情報 
20 今野  空 2  173.0  旭 大 高 
21 石原 清乃 1  173.0  帯広南商 
22 今野 未菜 2  172.0  恵 庭 南 
23 海原 朋実 2  171.0  札幌白石 
24 安達 萌香 2  172.0  札幌東商 
25 西崎  恵 2  172.0  中 標 津 
26 大江うらら 1  172.0  中 標 津 
27 黒田 沙耶 1  171.6  江  陵 
28 島原 玖南 2  170.0  札山の手 
29 坂下 瑞季 2  164.5  札幌大谷 
30 坪田くるみ 2  160.0  岩見沢西 
31 寒川 水月 1  158.2  札幌東商 

 
 

 
 
 



  平成２７年 ３月 ７日 北海道高等学校体育連盟バレーボール専門部 機関誌 「球春」    [5] 

平成 26年度 高校総体バレーボール競技北海道大会 チームランキング（40位まで） 

【 男 子 】                     【 女 子 】 

順
位

学校名 得点 出場
優
勝

準
優
勝

３
位

４
位

Ｂ
８

Ｂ
１
６

１
回
戦

予
選

順
位

学校名 得点 出場
優
勝

準
優
勝

３
位

４
位

Ｂ
８

Ｂ
１
６

１
回
戦

予
選

ポイント→ 10 8 6 5 4 3 2 1 ポイント→ 10 8 6 5 4 3 2 1
1 東海大四 400 44 31 8 3 1 1 1 旭川実業 310 38 18 7 12 1
2 釧路工業 255 58 4 7 4 13 24 5 1 2 妹背牛商 271 38 10 12 7 6 3
3 札幌第一 247 35 4 15 11 2 2 1 3 札山の手 233 43 4 5 16 1 6 7 3 1
4 旭 川 西 157 34 3 4 5 7 9 4 2 4 斜　　里 175 27 10 3 3 4 5 2
5 とわの森 149 22 5 4 9 2 1 1 5 札幌大谷 162 28 7 5 7 7 1 1
6 札幌藻岩 145 28 1 3 10 2 6 5 1 6 岩見沢西 145 44 3 1 11 15 12 2
7 函大有斗 122 37 4 13 12 2 6 7 登別大谷 137 28 5 10 4 5 2 2
8 美唄工業 117 26 3 3 2 7 5 2 4 8 帯広南商 125 33 1 3 5 1 3 11 2 7
9 帯広農業 112 32 5 8 14 3 2 9 釧路星園 103 24 1 8 4 9 2
10 網走南丘 111 29 1 2 5 5 8 3 5 10 函館商業 92 32 1 2 3 12 10 4
11 釧路湖陵 106 30 1 2 9 14 4 11 札幌北斗 91 30 1 10 11 5 3
12 白樺学園 101 27 1 2 12 9 1 2 12 釧路商業 89 22 3 9 4 5 1
13 尚志学園 91 19 8 1 8 2 13 苫 中 央 88 28 1 2 6 8 7 4
14 小樽工業 83 36 7 10 6 13 13 旭川商業 88 21 2 3 1 6 7 2
15 岩見沢農 80 23 2 4 2 8 1 6 15 岩見沢東 79 26 2 2 3 7 2 10
15 旭 川 東 80 18 3 2 1 8 2 2 16 深 川 西 73 25 8 11 2 4
17 深 川 西 78 31 5 12 8 6 16 帯広大谷 73 26 2 3 13 2 6
18 函 館 東 76 22 2 1 3 12 2 2 18 旭 川 西 71 14 2 2 2 3 3 2
19 函館工業 74 21 3 5 11 1 1 19 釧路北陽 69 23 1 5 12 2 3
20 札 幌 北 70 12 4 2 4 2 20 苫小牧西 68 16 3 1 5 5 1 1
21 岩見沢東 64 19 1 1 2 1 7 2 5 21 北見商業 67 23 8 9 2 4
22 北見緑陵 63 22 1 5 10 1 5 22 稚　　内 66 31 3 12 2 14
23 旭川商業 61 12 1 1 3 4 3 23 札 幌 北 65 12 1 2 4 1 3 1
23 天　　塩 61 26 1 15 2 8 24 芦　　別 63 16 1 3 3 5 4
25 旭川工業 55 19 1 4 7 5 2 24 白　　糠 63 11 1 3 2 2 3
25 帯広柏葉 55 16 2 2 8 3 1 26 東海大四 62 22 1 2 11 7 1
27 苫 中 央 54 16 1 5 8 2 27 帯広三条 61 22 1 3 10 3 5
28 恵 庭 南 53 11 1 3 6 1 28 岩　　内 60 36 2 6 6 22
29 岩　　内 52 24 3 8 3 10 29 札幌静修 59 17 2 1 4 7 2 1
30 帯広工業 50 18 3 11 1 3 30 函館大妻 56 23 2 9 9 3
31 斜　　里 48 18 1 3 7 2 5 31 稚内大谷 53 23 2 10 4 7
32 旭川実業 47 13 1 7 4 1 32 函 館 北 51 17 2 3 7 1 4
33 札 幌 南 46 10 3 3 3 1 33 双　　葉 45 22 1 8 4 9
33 稚　　内 46 23 1 1 7 1 13 33 虻　　田 45 15 5 7 1 2
35 函 館 北 44 12 1 4 6 1 35 網走南丘 43 10 1 1 1 3 3 1
36 小樽潮陵 39 14 1 2 1 1 3 6 36 函館中部 40 13 7 3 3
36 北　　海 39 10 3 1 5 1 36 北広島西 40 13 1 2 7 2 1
36 夕 張 北 39 11 1 1 2 4 2 1 38 留　　萌 39 14 4 6 1 3
39 滝 川 西 38 18 1 7 3 7 38 北見北斗 39 17 1 2 2 7 5
40 苫小牧東 37 16 1 8 2 5 40 中 標 津 37 12 1 2 5 4
40 名　　寄 37 16 1 1 4 3 7  

  

 トピックス        平成２６年度の海外派遣優秀選手に選ばれた３名をご紹介いたします。 

                    とわの森三愛高校 ３年 田城 広光 君 

札幌山の手高校  ３年 橘井 友香 さん 

旭川実業高校   ２年 廣瀬 七海 さん 
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男子・・部員不足の中基礎練習を大切に 女子・・攻めと粘りのバレーを 
 

男子バレーボール部は、現在２年生１名とマネージャー２名で活動しています。平日の月・水曜、休日には土・日・

祝とそれぞれ３時間の体育館での練習をしています。人数の制約上できることが少ないながらも、基礎練習を毎回大事

にしながら練習しています。マネージャーや３年生、休日にはＯＢも練習に参加するなど、周りの多くの人の協力によ

り練習が成り立っています。少ない練習の機会を充実したものにするためにも、基礎練習とともに自ら課題を見つけて

改善するため日々考えながら取り組んでいます。平成２６年度は高体連全道大会に出場しました。今後は合同チームや

来年度を見据えて基礎技術の向上に努めていきます。 

女子バレーボール部は、現在、２年生選手５名、マネージャー１名の計６名の部員で活動しています。平日の練習時

間は平均２時間半～３時間です。決して長くはない時間ですが、短いからこそ効率よく成果を出せるよう、練習を工夫

しています。また、授業に集中すること、少しの時間を効率的に使うことを学業でも意識し、何事にも妥協せず取り組

む姿勢を大切にしています。チームで目標としているのは「攻めと粘りのバレー」です。小柄な選手が多いため、レシ

ーブ、繋ぎで負けない守備力を目指しています。練習では基礎練習や体力トレーニングに特に重点を置いています。平

成２６年度の選手権大会では３年ぶりに全道大会出場を果たすことができ、部員のほとんどが、はじめての全道大会と

いうなかで、大変貴重な経験することができました。３年生の引退後は選手が５名となってしまいましたが、人数が少

ないながらも実戦につながる練習になるよう、毎日チーム一丸となって取り組んでいます。 

これまでチームを支えてくださった多くの方々、家族、仲間への感謝の気持ちを忘れず、これからも日々努力してい

きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 男子顧問 軍司 翔兵 

 女子顧問 山田 裕美 

北・・・稚内高等学校バレーボール部 
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感謝の気持ちを忘れずに！己に勝つ！ 
 

七飯町は、渡島半島の南部に位置し、北海道の表玄関函館市から約１６km の距離にあり、東部には横津岳、北部には

駒ヶ岳、大沼国定公園のある町です。また平成２８年３月に開業する北海道新幹線の車両基地として北海道と本州をつ

なぐための重要な施設工事が着工されております。本校は昭和５８年に設立され創立３２年の普通科３間口の中規模校

の学校です。生徒の半数は七飯町以外の周辺５市町からも通学しており、校訓「学 鍛 敬」のもと進路目標に応じた

類型選択コースに分かれ３年間を通してキャリア教育を推進しています。部活働の加入率は８０％を超えています。学

校全体が部活働に集中できる環境を作っており、多くの先生方のご協力、ご理解があります。田舎の普通高校ですが平

日は学校で約３時間の練習、休日は練習試合をして、目標に向かって頑張っています。経験のある選手は多くはないの

で、技術はもちろんのことトレーニングを大事にしてパワーをつけ、気持ちをしっかり持って練習、試合に臨んでいま

す。練習内容も他のチームと特に変わったことはしていませんが、それぞれの選手がお互いに励まし合い、時にはぶつ

かり合いながら切磋琢磨して日々の練習を頑張っています。 

  七飯高校バレー部は、コートの内外の仲間をはじめ、監督・保護者・学校や、その他多くの方々からの支援によって

支えられていることを自覚し「感謝の気持ちを忘れずに！己に勝つ！」をモットーに掲げ日々の活動に励み、バレーボ

ールを通して、ひとりの人として大切なものをもった人間として成長することを目標として、指導しています。 

 今後も「感謝の気持ちを忘れずに！」高校生らしく清々しいプレーを心がけ、観戦している人にも感動を与えられる

ような、応援されるチームを目指したいと思います。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 顧問 本多 史和 

北から 南から

南・・・七飯高等学校バレーボール
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大きな躍動 大きな感動 
 

                                       北海道尚志学園高等学校 

                                      男子バレーボール部     

                                      顧問  工藤 博己 

 

平成26年11月21日、創部58年目にして、初の春高バレー全国大会の出場権を獲得することが出来ました。監督になっ

てから29年間、これまで、何度か「チャンスがあるチーム」と言われながらも、結果を出せず、苦しい日々が続いてお

りました。 

教え子である多くのＯＢ諸氏の思い、そして、一年一年、選手たちとの諦めない積み重ねの日々があったからこそ、

この日を迎えることができたと思います。   

バレーボールを通じて、人間力を高めることが真の教育バレーであり、バレーボールの指導者であると同時に一人一

人を導く教育者でなければいけないと、若かりし頃、多くの先輩指導者の先生方から学びました。 

 我が部の部訓は、「一心感謝」「信頼結束」「有終完美」であります。このことは、生涯、人として生きていくにあ

たり、大切なことであると選手に伝えながら指導にあたっています。また、練習の過程においては、簡単に妥協せずに

、どのステージでも頑張りきるために毎日の練習や生活がある。そして、自らが創意工夫をして自己を高め、最終的に

はチーム力の向上につなげるために、日々練習を積み重ねております。まさしくチャレンジするところからすべてが始

まり、失敗した時こそ学ぶことが多くあるのではないかと思います。 

今回、皆の思いを背負ってチーム一丸となって、重い扉を開けることができました。 

これまで我がチームを応援、支えていただいた皆様と、大会に出場するにあたり、ご尽力頂いた関係各位の皆様に感

謝を申し上げ報告とさせていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

初の春高全国大会出場おめでとうございます。 
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「感謝を込めて」 
                                         北海道札幌藻岩高等学校 

                                         男子バレーボール部  

監督 鈴木 孝明 

 

 昭和５２年新卒で札幌啓明中学に赴任し８年。その後、元東海大四高校石田先生、元藻岩高校川島先生に藻岩高校男

子バレー部の指導をしてみないかというありがたいお話を頂き、昭和６０年から３０年間という長い間、多くの素晴ら

しい仲間の指導者の先生方、北海道バレーボール協会の皆様、札幌バレーボール協会の皆様、北海道高体連バレーボー

ル専門部の皆様、高体連札幌支部バレーボール専門部の皆様、バレーボール関係者各位に多大なるご指導、ご支援を頂

きましたことを心より感謝申し上げます。またこの間、道高体連バレーボール専門部副委員長（全国高体連強化委

員）、道バレーボール協会強化推進本部長・常任理事、札幌バレーボール協会副理事長などバレーボールに関わる様々

な仕事を仰せつかり、多くの皆様に支えられ、お力添えを頂き何とか無事にその職責を果たすことができました。誠に

有り難うございました。 

 藻岩高校に赴任の決断をするまでに、実は少し時間をいただいたのを今でも覚えています。まず一つ目は、家庭の事

です。「私学の強豪と戦うためには休む時間はない。家庭の仕事をする時間はない」という思いから、小学校の教師を

していた妻に理解をもらい、３月に退職し専業主婦として子育てに専念をしてもらいました。二つ目は、啓明のバレー

部の事です。中体連全市３位、新人戦全市準優勝と頑張ってくれた子供達を放り投げて行くわけにはいかないという思

いです。私は学校長に教育大学の先輩で何度も全道大会に出場経験のある佐藤 博先生を本校へ呼んで下さるよう直接

お願いにあがりました。佐藤先生からも快く返事をいただき安堵したのを思い出します。お陰様で翌年の中体連全道大

会へ出場することができ、佐藤先生には感謝の気持ちでいっぱいであります。 

 藻岩高校では、月曜・火曜・金曜日が５時から７時まで男女で１コート。木曜日は５時から７時まで男女で３コー

ト。水曜日は使用できないという厳しい練習環境で、ネットを使用できるのは男女それぞれ４５分という短い時間で

す。しかし、石田先生から教えていただいた事は、「どんな環境でも工夫しだいで練習はできる。それを考えるのが指

導者の仕事だ」の一言でした。それ以来、コートの隙間でどんな練習ができるか考え、試行錯誤を繰り返し継続してき

たように思います。 

 退職を迎える今、素晴らしい選手達との思い出が脳裏を駆けめぐっています。「指導者は、やり直しが出来るが、選

手は一年一年が勝負」だからこそ「厳しいかもしれないが、生徒の持っている能力を最大限まで成長させていきたい」

だからこそ「努力を惜しまないで欲しい」という気持ちを念頭に掲げて、生徒達と共に今日まで過ごしてきたように思

います。「両親、先生、仲間に愛され信頼される人間を目指す」という部の目標に向かい、強かろう良かろうではな

く、いい人の集まりは、いいチームを作り、いいチームは必ず強いチームになると私は信じてやってきました。大会で

は、私が何も言わなくても開会式や閉会式の準備、片付けを当番校の皆さんや協会の皆さんに感謝の気持ちを持って手

伝っている姿を見るたびに、高校生として、男として、人として本当に素晴らしい生徒だと思っています。ＯＢ、現役

の生徒諸君に心より感謝申し上げます。 

 最後に私の後継者として本校に赴任していただいた森元 聡先生です。優秀なバレーの指導者は全道に多数おられま

すが、バレー以前の教科経営、学級経営、生徒指導、進路指導に優れた指導者に来ていただいたという思いで、市立函

館より赴任していただきました。お子さんたちの転校、自宅の売却など様々なご苦労をしていただき、大きな決意を持

って赴任してもらいました。今後の藻岩高校男子バレー部のためにご尽力頂くことに、心より感謝申し上げます。 

戦績 

 【全国】 

昭和６２年 全国高校総体出場（準優勝） 予選 0-2長崎商業 敗復 0-2徳島商業 

 平成２２年 全国高校総体出場（準優勝） 予選 0-2坂戸西  敗復 0-2不来方 

 平成２３年 全国高校総体出場（優 勝） 予選 2-0城東   決①0-2佐賀学園 

  【全道】 

 高校総体２０回出場（優勝１回・準優勝２回・ベスト４ １２回） 

 国体   ６回出場（準優勝１回・ベスト４ ６回） 

 春高  ２６回出場（準優勝１回・ベスト４ １８回） 

 新人大会 ９回出場（準優勝２回・ベスト４２回） 高体連バレーボール専門部２１年間ありがとうございました。 

 


